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は じ め に

ル リカ ミキ リ(ChreonomafortuneijaponicaGahan)は カ ミキ リムシ 科,ク ワカ ミキ リ亜 科

Lamiinaeに 属 し,翅 鞘 は 金 属 光 沢 の あ る青 藍 色,体 長 約10mmの きれ い な カ ミキ リム シで あ る。 わ

が 国 には,本 州,四 国,九 州 に分 布 し,古 くか らナシ,リ ンゴ な どの果 樹 の せ ん 孔 性 害 虫 として 知 ら

れ て い る。森 林 に お い て も,カ マ ツ カ,ズ ミな どの生 立 木 を加 害 して い る も のが,普 通 に み られ る。

この ル リカ ミキ リは カ ミキ リム シ類 で も,最 も高 等 な もの で あ る と され て い る。 す なわ ち,加 害 樹 種

が バ ラ科Rosaceaeの 生 立 木 のみ に限 られ,産 卵 に さい しては,て い ね い な 馬 蹄 型 の 産 卵 傷 を っ くる

な ど,そ の 習性 に は他 の種 にみ られ な い特 徴 が あ る。

1961年5月,京 都 市 北 区 上 賀 茂,京 都 大 学 農 学 部 付 属 演 習 林 上 賀 茂 育種 試 験 地 に 植 栽 され て い るバ

ラ科,ナ シ亜 科(Malaceae)に 属 す るCotoneaster属 の多 くの種 に,ル リカ ミキ リに よ る被害 を み

つ け た 。

Cotoneasterは 造 園樹 種 と して 導 入 され,当 試 験 地 に は 約40種 が植 栽 され て い る。 ル リカ ミキ リの

加 害 樹 種 と して,Cotoneasterは 未 録 記 で あ ったが,造 園樹 種 と して,今 後 の植 栽 に よ る被 害 の 増 加

も考 え られ る ので,そ の被 害 状 況 に っ い て記 録す る。 多 くのCotoneasterの うち,被 害 樹 種 と無 被

害 樹 種 とに は 明 らか な 差 が あ った 。 また ル リカ ミキ リの 生態 に つ い て の新 しい知 見 も得 る こ とが で き

た の で,あ わ せ て 報 告す る。 さ らにCotoneasterの 根 元Y'加 害 した ゴマ ダ ラ カ ミキ リ(Anoplophora

malasiacaThomson)に っ い て も付 記 して お い た。

な お 御 指 導,教 示 を 賜 った 上 賀 茂 試 験 地,伊 佐 義 朗,岡 本 憲 和,高 知 大 農 学 部 小 島 圭 三,寄 生 蜂

の 御 同 定 を 賜 った 兵 庫 農 大 桃 井 節 也 の み な さん に厚 くお 礼 申 し上 げ る。

1.加 害 樹 種

現 在 まで に本 種 の 加害 樹 種 と して記 録 され た ものは,す べ てバ ラ科 のサ ク ラ亜 科,ナ シ亜 科 に 属 し,

20種 が記 録 され て い る。

ア ンズPrunusansuKomar.セ イ ヨ ウ ミザ ク ラP.aviumLinn.

ニ ワ ゥメP .japonicaThunb.ウ メP.mumeSieb.etZucc.

モ モP.persicaBatsch.ス モ モP.salicinaLindl.

サ ンザ シCrataeguscuneataSieb.etZucc.
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カナ メモ チPhotiniaglabraMaxim.

ビ ワEriobatryajaponicaLindl.

ボ ケ('haenomeleslagenarisKoidz。

マ ル メ ロCydoniavulgarisPers.

ヒ メ リン ゴMalusbaccataBorkh.var.mandshuricaC.K.Schr.

カイ ドウM.hallianaKoehne

リン ゴM.pumilaMi11.

ズ ミM.sieboldiiRehder

マ メナ シPyruscalleryanaDecne.var.dimorphophyllaKoidz.

ナ シP.pyrifoliaNakai.var.cultaNakai

カ リンPseudocydoniasinensisSchneid.

ナ ナ カマ ドSorbuscommixtaHedl.

カ マ ツカPourthiaeavillosaDecne.var.laevisStapf

渡辺(1937)に 記録 されたモ ククワ,イ チ ジクを小 島(1960)は 誤 としたが,筆 者 も同様に考える。

当上 賀 茂 試 験 地 には 多 くの外 国産 パ ラ科 植 物 が植 え られ てい るが,1961年5月 以 来,筆 者 らが 調 査

した とこ ろ,次 の樹 種 に も本 種 に よ る被 害 を み つ け た 。 これ らの もの は 今 まで 未 記 録 で あ った 。

SorbusjaponicaHed1.ウ ラ ジ ロ ノキ

本 種 へ の 加 害 は1961年8月3日,広 島 県 山 県 郡 芸北 町 の 掛頭 山,大 佐 山 で も同様 の 例 を観 察 して い

る。

SorbusalnifoliaC.Kochア ズ キ ナ シ

今 まで に本 種 の被 害 例 を みた のは 初 め てで あ る。

PyracanthacrenulataRcem.

本 種 は ヒ マ ラヤ原 産 で あ るが,生 垣 と して 広 く植 栽 され て い るPyracantha属 に被 害 を み た の も

初 め てで あ る。

PhotiniaserrulataLindl.オ ォ カナ メモ チ

中 国原 産 で あ るが,1962年7月4日,本 種 も著 し く被 害 を受 け て い るの を 知 った。

StranvaesiaundulataDecne.

中 国 西 ・中 部 原 産 で あ るが,本 種 も被 害 を 受 け て い る。

す で に 加害 が 記 録 され てい る樹 種 で,当 試 験 地 に植 栽 され て い る多 くの 品 種 の ボ ケ(Chaenomeles

lagenariaKoidz.),ア ンズ(PrunusansuLinn.)に は,そ の 被 害 は 認 め られ な か った。 バ ラ科 の

多 くの木 本 植 物 に,そ の 被 害 例 が 発 見 され て い るが,山 地 に 普通 に あ るザ イ フ リボ ク(Amel¢nchier

asiaticaEndl.)に 全 く,ル リカ ミキ リの被 害 例 が 確認 され な い のは 不 思 議 で あ る。

2.Cotoneasterの 被 害

Cotoneasterは バ ラ科,ナ シ亜 科 に 属 し,上 賀 茂試 験 地 には,世 界 各 地 産 の本 属 の も の約40種 が 植

栽 され てい る。 きれ い な赤 い果 実 の観 賞 を 第1と して い るが,生 垣,芝 生 内 のflowermass,あ るい

は 壁 仕 立 やrockgarden用 と して有 望 な 造 園 樹 種 とされ て い る。 常 緑,落 葉 の ものが あ る。 わ が 国

に は本 属 の も のは 分 布 して い ない 。

上 賀茂 試 験 地 で ル リカ ミキ リの被 害 が 確 認 され た の は,次 の樹 種 で あ る。

CotoneasterbullataBois.落 葉 中 国 西 部 原 産

C.bQCZIIQYtiSWa11.落 葉 ヒ マ ラ ヤ原 産
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C.}'rigidaLind1.常 緑 ヒ マ ラヤ原 産

c.franchetiBois.半 常 緑 中 国西 部 原 産

C.ρ σ励03σFranch.半 常 緑 中 国原 産

C.racemifloraK.Koch落 葉 南 欧,北 ア フ リカ,ア ジ ア原 産

C.hebephyllaDiels.落 葉 中 国 原 産

C.nitensRehd.etWils.落 葉 中 国 西 部 原産

小 橋(1959)はCotoneasterを3つ の型 に分 け た。 す なわ ち,groundcover型,わ ん 曲型,直 立

型 と した 。C.microphyllaな ど,小 橋 に よ りgroundcover型 とされ た も の には,全 く,ル リカ ミ

キ リの 被 害 を 発 見 で き な か った 。 これ らの樹 種 は,低 く地 面 を は い,直 径 も細 い。 また 葉 が密 生 して

い て,カ ミキ リム シ の生 育 に は 適 さな い よ うで あ る。 カ ミキ リム シ の被 害 が み うけ られ る ものは,す

べ て樹 高 の高 い 直 立 型,わ ん 曲 型 の もの で,葉 の大 き い もの で あ った 。

小 橋 は本 試験 地 で虫 害 を発 見す る こ とな くCotoneasterの 造 園樹 種 と して の 適性 につ い て述 べ たが,

公 園 な ど広 い場 所 に植 栽 す る場 合,ル リカ ミキ リの 加 害 に は注 意 を 払 う 必 要 が あ る と考 え られ る。

groundcover型 の もの に は 本 種 に よ る加 害 の 危 険 性 は な い よ うに 思 わ れ る。

加 害 を 受 け た もの は,す ぐ枯 れ る こ とな いが,風 雪 な どに よ って 折れ,ま た脱 出孔 を 通 って 他 の

昆 虫,菌 類 が 侵 入 し,枯 れ る こ とが 多 い。 さ らに成 長 量 は 減 退 し,樹 形 も著 し く悪 くな り,造 園 樹 種

と して の役 割 を はた さ な くな る危 険 性 さ え もあ る。

3.ル リ カ ミキ リ の 生 態

ル リカ ミキ リの生 活 史 に つ い ては,す で に 果 樹 の 害 虫 と し て,よ く調 べ られ て い る。 また 幼虫 につ

い て も 中村(1956),小 島(1959)に よ り記 載 され た 。 上 賀 茂試 験 地 では 成 虫 は5月 上 旬 か ら出 現 し,

カ マ ツ カ,ズ ミな どの場 合 と同 じ よ うに,日 中,盛 ん に 食 樹(Cotoneaster)の 葉上 を とび まわ る。 後

食 はCotoneasterの 新 檎 の 主 脈 のみ を 裏側 か らか じ る。 わ ず か に 枝 梢 の 樹 皮 を か じ って い る も の も

観 察 で きた 。か じ られ た主 脈 に は 穴 が あ い て い る場 合 とあ か な い場 合 が あ るが,後 食 され た部 分 よ り

先 は枯 れ て くる。 産 卵 は 直径1～1.5cmの もの を好 み,頭 を下 に 向 け て,馬 蹄 型 のか み 傷 をつ け る。

この基 部 に 産卵 す る 。 産 卵 のか み 傷 は6～10mm,上 に 開 いた 馬 蹄 型 が 普 通 であ るが,完 全 な馬 蹄 型

で な い もの,平 行 な もの な どが あ るが,こ れ は 産 卵 部 位 の 直径 に影 響 され て い る。 か み 傷 をつ くる時

間 は 非 常 に長 く,1時 間 以上 を 必 要 と した 。 か み 傷 をつ くる 際は 頭 は 下 向 で あ るが,産 卵 の際 は 頭 を

上 に して,馬 蹄 型 の基 部 に1卵 つ つ産 卵す る。 このか み 傷 は産 み つ け た 卵 の保 護 のた め で あ る。2個

産 卵 され た 例 を樹 皮 をは が した 時,確 認 したが,1個 体 は 多分 成 熟 しな い で あ ろ う。 卵 は 約10日 間 で

贈 化 す る。 幼 虫 は 若 令 の時 は 樹 皮 下 を 食す る の で,樹 皮 が は げ,木 くず を だ してい る の で発 見 は 容 易

で あ る。 生 長 す る に した が っ て,材 部 へ 入 るが か な らず 上 に 向 う。

Cotoneasterの 樹 高2m程 度 の もの に18ヵ 所 の産 卵傷 が み っ け られ た。 細 い もの では 直径5mm程

度 の も の に産 卵 して い た が,発 育 は 困 難 で あ ろ う。 幼 虫 の 孔 道 は 比 較 的 短 く,5～12cmで,7～8cm

の もの が 多 か った 。2冬 を 幼 虫 で す ご し,3年 目の 春,蠕 室 を 作 る。 脱 出 孔 は 約4mmの 円形 で あ る。

この 脱 出孔 を 通 じて ア リ類 が 侵入 し,ま た 腐朽 菌 の侵 入 を まね き,枯 れ た り折 れ た り して い る も のが

多 い 。 小 島(1960)は 産 卵傷 を つ け,て い ね い な産 卵 をす る カ ミキ リムシは 抱 卵 数 が 少 い こ とを 指 摘

して い るが,本 種 の 抱卵 数 は30個 内 外 で あ り,カ ミキ リムシ 類 で は,き わ め て 少 い方 で あ ろ う。

寄 生 蜂 の 寄 生 率 は 比 較 的 高 く,Cryptinisp.Dolichomitussp.の2種 が 採 集 され た 。 寄 生 蜂 の羽 化

期 は カ ミキ リム シの 羽化 期 と同 時 期,ま た はや や 遅 れ る よ うで あ る。



130

4.ゴ マ ダ ラ カ ミ キ リ に つ い て

1962年7月3日Cotoneasterfrigid¢Lindl.の 枝-梢 の 樹 皮 を か じ っ て い た ゴ マ ダ ラ カ ミキ リ

AnoplophoramalasiacaThomsonを 発 見 し た 。 こ の 根 元 に は 脱 出 孔 が あ っ た 。 こ の カ ミキ リ ム シ は

種 々 の 樹 種 に 加 害 す る が,地y'加 害 す る こ とが 多 く,こ こ か ら 折 れ る こ とが 多 い 。 今 の と こ ろ,2

例 を 確 認 した の み で あ る が,ル リカ ミキ リ よ り も 注 意 を 要 す る カ ミキ リ ム シ で あ る σ
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Résumé

   Pear borer, Chreonoma  fortunei japonica Gahan, is a famous borer which is very injurious, 

especially to apple, pear and peach trees in Japan. 

   This beetle feeds on the living stem or the twigs of various kinds of trees which belong to 

the family Rosaceae. 

 (1) Host plants 
20 species of Rosaceae were already reported as host plants of this beetle. Besides, the writers 

have recently found the living stem of Sorbus japonica, S. alnifolia, Pyracantha crenulata, and 

Photinia serrulata, Stranvoesia undulata, infested with larvae of this species. 

 (  2  ) Damage to Cotoneaster 

   Cotoneaster is a valuable shrub for landscape effects in Europe and America. 40 species of 

them are collected in the Kamigamo breeding experimental station of Kyoto University. Some 

of them, namely Cotoneaster bullata, C. bacillaris, C. frigida, C. francheti, C. hebephylla, C. 

nitens, C. recemiflora, C. pannosa were attacked heavily by this beetle. 

 (  3  ) Life history 

   Although, the life history of this beetle was well known, writer's observations in Kyoto are 

as follows. 

   The adult appears from early to late May in Kyoto. The adult feeds on the nerves of new 

leaves from the back side, and, occasionally, the thin bark of the young twig, and shortly after-

ward begins to oviposit. The adult gnaws, in oviposition, horse-shoe pits through the bark and 

then inserts in each pit a single egg beneath the bark scales of living twigs or stems. After
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about 10 days, the larva hatches out. For a short time, the larva feeds beneath the bark, so 

the bark is stripped, but soon it enters the trunk and excavates an extensive mine. 

   The larva hibernates over two winters. Pupation takes place in April. The dimension of 

trees suitable for the attack is  1--1.5  cm in diameter. The gallaries of the larvae are compa-

ratively short, measuring from 5 to 12 cm in length. The damage is not severe enough to kill 

the shrub, but the infested portion considerably loses its strength and tends to be broken by 

some external causes, for instance, wind and snow. Furthermore, the type of shrub becomes 

unnatural. 

   2 species of parasite bees, Cryptini sp. Dolichomitus sp, were found and the parasites 

emerged at about the same time as the adults of the beetle. 

   Citrus borer, Anoplophora  malasiaca, bored at the base of the stem of C. frigida, too.




